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長期間培・養した家兎水晶体上皮細胞の

　核型について　（箆2報）
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Karyograms　in　a　Long－Term　Cultured　CeU　Line　Derived

　　　　　　From　Rabbit　Lens　Epitherial　Tissues
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　　　　　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　月ごとにsubcultureをくりかえしている。当初の増

　前報1）において，私たちは籔兎水品体．L皮lh来の　　殖速度はきわめて遅く，　dQubling　time‘・L　5～7［．1で

RLE細胞系がガラス器内での畏：期間（16ケ｝Dの培鎚　　　あった（田村，1965）。

にも拘らずなおdipl【）id魏の核量ll捲保っていることを　　　　1969｛ド4Jl（培嚢1｝ll始後4隼7ケll）現でi三もRLIこ

報告した。しかし，その後に行った核烈分析では，す　　　細胞は私たちの研究室で維持されているが，subcul

でにpolyplQid（低4倍）性に変ってしまっている二　　　tureの代数は，まだ2（｝代程度にすぎないαうえつざ

とが判明した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回数が少ない躍ll山は、　RL麓細1［色の増殖速度がおそい

　木i論文では4低倍性に変化したRLE紳1胞の核型が　　　ためと，この細胞は一・旦1nono玉ayerな完成してしま

依然として家兎特有のマーカー染色休を維持している　　　うと（定期的に，液交換さえ行え1試）長期間維持できる

こと，および核型変化と関述した増殖速度の変化など　　　という特畏のためである。現在まで1年半以Lの授期

にっ1、・て報告したい，，　　　　　　　　　　　　　　　にEって，同…瓶内で（Subcし11tureせずに）維持しつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づけているmonOlayerもある。

　　　　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　　核型分析法1新しいSubCulturcの培喪液に2～3

　RLE細胞系の培養経過；n言報Dおよび田村2）（1～）65）　　，ησ9／認の：・ルヒチンな加え，6～11）時間培ヨ壁後，低滲

により詳しくのべられているので，こ玉ではごくてみ　　　透1．E処理（1．12％クエン酸水溶液で20分間処理）に，】；

じかにのべる、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　って細胞を膨化させ，metaphaseの染色体な分散さ

　（1）初代培餐　1964年911711，体重約2吻の健　　せる‘，次に細胞をカルノア液で11111定後，冷去1」したlll穿

康白色尿兎（δ）の水晶体上皮組織を細切し，プラズ　　　浄なのせガラ入ヒで急激に乾燥させて染色体標本をつ

マ・クロット法によってタソザク瓶（三陽ガラスKK）　　くる。染色体の染色には45％酷酸溶液に1％の割にゲ

内にtrallsplantし，37°Cで静臓培養した。培養液　　　ンチアナ紫を溶かした液を用いた。核型分析はすべて

は，欧じめの12ケ月間はMorganの199培地を」三成分　　　顕微鍔毛写真によった。

とし，LAH　O．25％，仔牛血清10％，　Pell量cillil1　G　100

靴儒Dihyd，。、t，。pt。my・i・100，・・9溜牝勧llし　　　　　成績

たものを用いた。12ヶ月以後は199培地のかわりに　　　　1968年8月（RLE細胞の培養開始後48ケ月日）に

肱91e－Hanksの麸礎培地な用いた。　　　　　　　　　　行った核型例を図1・2にまた細胞あた1）の染色体数

　（2）継代培養　培養開始後180鴎こ最初の継代を　　　の頻度分布を，図3および表1に炎々示めす。図3に

行ない，761三iFiに第2iζ1旧の継代を行った。以後1～勺2　は比較のため1966年2jl（培獅纐後約17ケllmに



190－（370）　　　　　　　　　　　　　　　　　信州臨1昌イジ18巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀦

撒《一｝ll器一櫛翻　1醐轟く鴇舗

5，6，7，8

都巡1｛1｛　ll綿11　x轟κ訊潟聡｝、詫　x乳x勘竜

9，　10，　ll，　12，　13

舐醐蝋翻｛ゐ轍llll　棚も噺ll∂騨“＾
　　14　　　　　15　　　　　16　　　　17　　　　　　　　　　　18，　19，　20・　21
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　　FIg．1．　An　example　of　the　karyoεram　in　hypotetraploid　rabblt　lells　epitllerial（RU£）cell　line，

行なった染色体数の頒度分布を併記した。こ罰こみら　　　核型としては11yPotetraploid（低4倍性♪に変化して

れるように，1966年2月の成績では染色体数が44木　　　いる。

（篇2n）の細胞が最も多く，全体としてnear　diploid　　　染色体構成については，後でのぺるが，　II三常鞭色体

であるのに対し，1968年8月の成績では，大部分の細　　　の構成著洋であるNo・1～21およびX，　Y染色体の各々

胞の染色体数は72～80（モードは78の）閲に分布し，　　　が（ほ父平均して3～4本ずつ）維持されていること
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　　　　　　FI9．2．　An　exalnple　of　the　karyogram　ill　llyPotetraploid　RLE　cell　lille・

がうか父える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やいか驚ろく程である（図4）。

　また，一般に認められているように，低4倍性の　　　　このように増殖速度が早い点と，核型が異常である

RLE細胞の増殖速度は著しく速くなっており，37°C　　　ことから考えて，低4倍性RLE弄響ll胞が悪性転換をし

におけるgeneration　time（doubling　time）は約24　　ているのではなかろうかと疑い，約106個の細胞を2

時間であった。1965年2月に測定したdip1Qkl型の　　　匹の成熟家兎の箭眼房に注射し，異常増殖がおこるか

RLE細胞のdOubling　timeは酢勺5～7　rlであったの　　　否かしらべた・しかし1ケ月に亘る観察期闇「1・1におい

に比べれば，P・1yp1・idy綿包の増殖澱がいカ・には　ては・著しい細泡ナ曽殖は認められなかった・
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　　　　　　　　67　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　February　1965，　the　doub至il1冨　し111K…of

　　　　　　　　68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　cells　whose　karyotype　was　11ビar

　　　　　　　　69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　diploidy　was　approximately　5　days．
＿　　　　70　　　　　　　　　　　　　＿＿＿．．嵐＿．．．．．．＿．＿．．　　　　　　Whereas野ill　August　1968，　it　was　found
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器　　　　．　．　　うに隊兎（d。mestl。・abbit）の正常染鱗は撚
＞84　　　．　　　3　　．．　　5　　　　　　で，21対の常染色体と1対の性染色体より構成され．て
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いることはPaillter呂）（1926）以来ひろく認められてい　　　まり詳しい分析は意味が少ないと思才：・れそ，からであ

る。しかし，染色体群の分類方式，配列のし方，記号　　　る。

のつけ力などは研究者によってまちまちで，統…を欠　　　　このgr‘川ph瑠に従って，低4倍性RLE細胞の染

いているようである1）4）。　　　　　　　　　　　　　　色体を配列した結果を図1，2に示す。こMこみられ

　最近Valellti＆Friednlan4）（i968）はヒトの核！韮堕の　　　るように，約80個の染色休は図5に示した1；戯式図に似

1聯的嫉現蜘心ID・nv・・1・196・・L…d・・i・　鰍・・4群・・9・。・Pで　1・城さオ、ていること！隔かる、，

1963，cllicag｛｝in　l966）になら．って，染色体を大さr　　　Aイ1羊（一人こ，　i［1，小：型の八4eta癒いしslibmel：1しc（｝11trlc，

い順から配列し，かつ着糸点α）位置を規準として家兎　　NI〕．1～13：「5よびX染色体），　B群（大型のSubtel・・

核型をA，13，C，　D，1£，　F：｝5よびX，　Yであらわ　　　oc¢n｛ric，　N〔｝．14～17），　C群（小型のTolocenlric，

すことを提11晶している。たしかに1この方式は従：来¢）　　No．18，19），：卜JJIびD群（小型のACr〔，centric，　N〔，，

報告q列えば最近び）Prしmi6ra呂¢’α」。5），（1965）の成　　　2｛｝，21，オ5よびY染色体）、：，

績）にもよく適合するし，有川のように！邸われる、、　　　　これらの核型において家兎に將有のmarker　chr‘」一

　しかし，私たちは，前報とli・lj様存二r）aVeθ‘σ’の　　　m〔，3（，mesであるN｛｝．14～17のSubtd‘〕c¢ntricお」二

（1965）の方式に従って・や蕊火まかな核型分析に止　　びNo．18，　L9のTelocel1亡ricな染色体力～明らかセこ認

めたい。　（図5および褒2参照）。なぜなら，長、1り」闇　　　められるので，私たちのRLE紺1胞系が家兎11・1来のも

培嚢された異数挫の綜1胞においては，各染色体に　　　のであゐことは1り1疹かで’ある、，震た私たらがうえつい

かなりの変化がおこっていると疹えられるので寧あ　　　でいるHeLa，　Vm｛0，　L，　II…uusttlr　Kidn｛｝y細胞系

・・bl・2C・r・m・・Q・・1・、…，・・、・f・1e　　存こよるコソ〃ミネ喚痴よっきり．縦でき．る・

　　　karyotype　of　the　domestic　rabbit
　　　propose（l　by　Daveε‘α♂．6）（1965）　　　　　　　　　　　 まとめ

・・…N－b・r @繍1藍ε，、跳，　日撒繍撚幣髪膿鷺1鵬1綴携

　A　　lto　13　alld　X　　Meta．Submetacentric　　　核型を維持していたが48ケ月後の分析では異数（低4

　B　　14to　17　　　　Subtelocelltric　　　　　　　倍）性に変化していることが認められた、、｝

　C　　　18，19　　　　　　　Tel〔，centric　　　　　　　　　　　細｝1包の増殖速度も　dipl‘，id孝1漫の時代（37「』｝C　に；1、∫け

　D　　20，21and　Y　　　Acrocelltric　　　　　　　　　　るdoublln理　timeは5～7旧）に∫’ヒベ・著るし「くはや

A榔lll　ll　ll　lil酬1　1　　韻1観llll

B｝mmU旧il
　　　14　　15　　16　　17

　　　鋤餓　鮪轟＾　1』

　　　1819　　2Q21　XY

C　　　　　D
Fig・5・　Schematic　representation　of　the　chromosomes　of　th6　do臓1estic　rabbit　（male）．

　　Classification　is　done　accordillg　to　Dave　θオ¢Z　（1965）．　SateUites　a1・e　seen　oll

　　cllromQsomes　of　No．6，16　and　20　（Pruni6ras召オ認，，　1965）．
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くなり，約24時間のdoubli：、g　timeで活鹸な増殖を　　　1ated　into　anterior　dlambers　of　some　IKIult

続けている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rabbits，

　ただし，成熟象兎の荊眼房内接種によってはRLE

細胞の異常（悪性）増殖は誌められなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1「召不IJ44｛卜5月16　i…1　｛受frl°）

　　（1969｛1三11月製礼在士晋義甜訴予‘1rl。　希・塾f掻に涛よ1：朱う♪・与・Fこ

応ずる）。
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ABSTRAGT

　　　The　karyograms　in　a　long－term　culh置1℃d　ce1［

亙ine，　established　in　our　laboratory　from　rabblt

lc！1s　epitherial　t三ssues，　have　been　illvest董gated．

The　rabbit　lens　epitherial（RLE）　cells　have　had

near　diploidal　karyQgram　with　44　chromosomes

ullti1　17th　month　after　the　initiation　of　ゴπ　η琵γo

cultivation，　However，　thεkaryotypes　of　the　cell

1量11e　in　48tll　lllontl、　have　been　fQund　to　be　hyPo－

tcしrapl。idy，　where　78　chrolllosomes　are　P】℃dα1】ト・・

ユユant　in　the　cell　POPulation．

　　　The　hypotetraploid　RLE　ce11s　grow　rapidly

in　monolayers　at　37°C　wlth　a　doubling　time　Qf

apProximately　24　hours　However，　they　faU．to

propagate翔”勿o　even　when　106　ceUs　are　inocu一


